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坐

忘

に

つ

い

て

藤

吉

慈

海

一

坐

忘

と

い
う
語

は

古
く

「
荘
子

」

の
大

宗

師
篇

に
出

て

い

る
。

あ

る
日

、
顔

回

が
孔

子

に
、
「
私

は
得

る

と

こ
ろ

が
あ

つ
た
」
と

言

つ
た
。

孔
子

は

「
何

を
得

た

か
」

と

た
ず

ね

た
。
顔

回

は

「
私

は
仁

義

を

忘

れ
ま

し

た
」

と
答

え
た
。

孔

子

は

「
よ

ろ

し

い
。

し

か

し
、

ま

だ

そ
れ

で

は
十

分

で

な

い
」

と
言

つ
た
。
顔

回

は

他

日

ま

た
孔

子

に
會

つ

て
、

「
得

る

と

こ
ろ
が

あ

つ
た
」

と
言

つ
た
。

そ

し

て
今
度

は
、

「
禮

樂

を
忘

れ
ま

し

た
」

と
語

つ
た
。

孔

子

は

「
な

る
ほ

ど

よ

ろ
し

い
が

、

ま
だ

十
分

で
は

な

い
」

と
言

つ
た
。

そ

の
後
、

顔
回

は
ま

た

孔
子

に
會

つ
て
、

「
得

る
と

こ
ろ

が

あ

つ
た
」

と
言

つ
た
。

孔

子

が
何

だ

と

た
ず

ね

る
と

、
顔

回

は

「
坐

忘

し
ま

し

た
」

と
言

つ
た
。

そ

こ

で
孔

子

は
容

を
改

め

て
、

「
坐

忘

と

は

一
艦

何

の

こ
と
か

」

と

た
ず

ね

た
。
顔

回

は

「
肢

艦

を
堕

み
ち

て
、
聰

明

を
贈

け

、
形

を
離

れ

知

を
去

り

、
大

い
な

る
通

と

同

じ
く

な

る
。
此

れ

を
坐

忘

と
言

う

」

と
言

つ
た
。

そ

こ
で
孔

子

は

、「
同

と

たり

じ
く

な

れ
ぼ

則

ち
好

み
に
く

む

こ
と
無

く
、

化

す

れ

ぼ
則

ち
常

わ

れ

る

こ
と

な
し
。

な

る
ほ
ど

汝

は
賢

者

で

あ

る
。

私

も

お
前

に

つ

い
て
學
び

た

い
」

と
言

つ
た
と

い
う

の
で

あ

る
。

こ
れ

は
荘

子
が

孔

子

と
顔

回

に
帳

託

し

て
、

道

を
艦

得

す

る

こ

と

の
妙

味

と

、
坐

忘

の
深

か
さ

を
説

い
た
も

の
と
思

わ

れ

る
が

、

こ
れ

に
よ

る
と
、

坐

忘

と

は
、
儒

家

の
読

く

仁
義

や
禮

樂

を
忘

れ

る
だ

け

で
な

く
、

坐

な

が
ら

に
し

て
自

己

の
身
艦

の
あ

る

こ
と
を

忘

れ

、

知

を
忘

れ
、

物

と
我

を

一
つ
に

し
、

是

非

を
斉

し
く

し

て
、

大
道

と
冥

合

し
た
境

地

を
言

う

の
で

あ

る
。

こ
れ

は
儒

家

に

は
あ

ま
り

見
出

さ
れ

ぬ
思

想

で

あ

つ
て
、
道

家

の
系

列

に
見

ら

れ

る
特
殊

な
思
想

で
あ

る
。

「
荘
子

」

の
斉

物

論

に

は
、
南

郭

子

棊

が

こ

の
よ
う

な
坐

忘

を
鴫

験

し

た

こ
と

が
書

か

れ

て

い

る
。

こ
れ
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も
寓

言

で

あ

ろ
う

が

、
老

荘
思

想

の
系

列

に
は
、

こ

の
よ
う

な
坐

忘

に
關

す

る
記

事

が
威

々

に
見

ら

れ

、
坐

忘

思
想

は

中
國

思

想
史

上
、

無

覗

で
き

な

い

一
つ
の

ユ
ニ
ー
ク

な
系

譜

を

な
し

て
展

開

し

て

い
る
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

さ

て
、

こ
の
よ

う

な
坐

忘

思
想

は
佛

家

に
も
何

程

か

影
響

を

與

え

た

よ
う

で
、

盧

山

の
慧

遠

は

「
念

佛

三
昧

詩

集

序
」

に

「
猫

下

或
若

夫

　

居
坐

忘

、
冥

=
懐

至

極

一、

智

落

=
宇
宙

一、

而

闇

躇

=
大

方

'者
上
哉

」

と

い

つ
て

い
る
。
慧

遠

の
弟

子

と

な

つ
た
周
績

之

も

「
難

繹

疑
論

」

に

「
則
自

y非

=
坐
忘

一、

事

至

必
感

、

感

因

=
於

事

一、
則

情
亦

昇
降

。」

と
言

つ
て

い

る
。

こ
れ

ら

に
よ

つ
て
見

る

に
、

佛

家

で
も

坐

忘

思
想

に
は
可

な

り

の
關

心

が
持

た

れ

て

い
た

よ

う

で
あ

る
が

、

そ

の
後

、

あ
ま

り

思
想

的

展
開

を
示

さ

な

か

つ

た
よ
う

に
思

わ

れ

る
。

坐

忘

に
類

す

る
語

と

し

て
は
、

坐

馳

と

か
坐
睨

と
か

坐
蜆

と
か

坐
慶

な
ど

が

あ

る
。
坐

馳

と

は

「
荘

子
」

の
人
間

世

篇

に

あ

る
語

で
あ

る
が

、
坐

な
が

ら

に

し
て
馳

る
と

い
う

意
味

で
、
人

間

は
そ

の
膿

は
じ

つ
と

し

て

い
て
も
、

心

は
常

に
名

利
等

を

求

め

て
馳

つ

て

い
る
と

い
う
意

で

、
坐

忘

と
ま

さ

に
反

封

の
概

念

で
あ

る
。

ま

た
坐

腕

と

は
坐

腕

立
亡

な
ど

と
言

つ
て
、

坐

つ
た
ま

ま

死

ぬ

こ
と

ぜ
い

で
あ
り
、
坐
脱
や
坐
屡
と
同
義
の
坐
蜆
も
ま
た
、
坐
つ
た
ま
ま
死

ん
で
、
蛭
化
す
な
わ
ち
魂
碗
が
抜
け
去

つ
て
肉
罷
の
み
が
淺
る
こ

と
で
あ
る
。

永
卒
の
道
元
は
、

「
普
勘
坐
暉
儀
」

に

「
超
凡
越

聖

、

坐
脱

立

亡
、

一
一一任

此
力

一突

。
」

と
言

つ
て

い
る
が

、

こ
の

坐

脱
立

亡

と

い
う

よ
う

な

こ
と
も

、

生
理

的

な

死

の
あ
り

方

を
示

し

て

い
て
、
坐

忘

の
本

來

の
意

味

で

あ

る
無

心

の
境

地

と

は
異

る

よ
う

で

あ

る
。

さ

て
、

「
荘

子
」

に
読

か
れ

る
よ

う

な
坐

忘

は
道

士

た
ち

に
よ

つ
て
受

け
縫

が

れ

、
道

教

思
想

の
中

で
、

一
つ
の
重
要

な
位

置

を

占

め

る

よ
う

に
な

つ
た
。

こ

の
こ
と

は
坐

忘

に
關

す

る
記

事

が

道

教

關

係

の
文

献

に
多

く
見

ら

れ

る

こ
と

に
よ

つ
て
容

易

に
推

測

さ

れ

る

こ
と

で
あ

る
。二

 

さ

て
、

し

か
ら

ぼ
道

教

に
お

い

て
坐

忘

は

ど

の
よ

う

に
理

解

さ

れ
た

で

あ
ろ

う
か

。
坐

忘

に
關

す

る
道
教

關

係

の
文

獄

は
す

く

な

く

な

い
が

、

そ

の
代

表

的

な
も

の
と
思

わ

れ

る
司

馬

承
禎

(六
四

七
-

七
三
五
)
の

「
坐
忘

論

」

に

つ
い
て
考

え

て
み

た

い
と
思

う

。

司

馬
承

頑

は
字

を
子

微

と

い
い
上
清

派

第

十

二
代

目

の
道

士

で

あ

る
。

承
禎

が

名

を
無

名

子

に
託

し

て
書

い
た

と
見

ら

れ

る

「
天

隠

子
」

は
、
紳

仙

・
易

簡

・
漸

門

・
齋

戒

・
安

庭

・
存

想

.
坐
忘

・
神

解

の
八
章

に
分

か
れ

て

い
る
。

そ

の
う

ち
坐

忘

の
と

こ
ろ

で

は

、
「
坐

忘

雷
因

三
仔
想

一而

得
也

。

因

一一存

想

一而

忘

也

。
行

γ
道
而

不

γ
見

=其

行

一。

非

二
坐

之
義

一乎

。

有

レ
見

而
不

γ行

=
其

見

一。

非

=

忘
之

義

一乎

。
」

と

あ

る
。

こ
こ

に

い
う

存

想

と

は
自

己

を
内

観

す
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る

こ
と

で
あ

る
。

常

に
外

に
向

つ
て
は

た
ら

き

が

ち
な

心

を
内

に

向

け

て
、
自

己

の
心
身

を
内
省

し
観
察

す

る

こ
と

で
あ

る
。

そ

の

よ

う

な
内
観

に
よ

つ
て
坐

忘

が
得

ら

れ

る
が

、

そ

の
坐

忘

と

は
道

を
行

じ

て
も

そ

の
行

を
見
ず

、

見

あ
り

て
そ

の
見

を
行

ぜ
ず

で
、

全

く
無

心

の
境

地

を
意

味

す

る
よ

う

で
あ

る
。

さ

ら

に
神

解

の
と

こ
ろ

で
は
、

コ

に
齋
戒

を
信
解

と

い
う
。

信

心

が
無

け

れ
ば

よ

く
解

す

る

こ
と

が

で
き

ぬ
か
ら
。

二

に
安

廣

を
閑

解

と

い
う
。
閑

心
が
無

け
れ

ぼ

よ
く

解

す

る

こ
と
が

で

き

ぬ
か

ら
。

三

に
存

想

を

慧

解

と

い
う

。

慧
心

が

な
け

れ

ぼ
よ

く
解

す

る
こ

と
が

で
き

ぬ
か

ら

。
四

に
坐
忘

を
定
解

と

い
う
。
定

心
が

な

け

れ

ぼ
よ

く
解

す

る

こ
と
が

で

き

ぬ
か

ら
。

こ

の
信

定
閑

慧

の
四
門

に
よ

つ
て
神

に
通

ず

。

こ
れ

を
碑

解

と

い
う
L

と

あ

る
。

こ
れ
ら

の
説

は
佛
教

の
戒

・
定

・
慧

・
解

睨

や
、
信

・
解

・
行

・
詮

の
階

程

を
想

起

せ

し
め

る
も

の
が
あ

る
。

な

お
司

馬

承
禎

の

「
坐

忘
論

」

は
敬

信

・
噺
縁

・
牧

心

・
簡

事

・
眞

観

・
泰
定

・
得

道

の
七
節

に
分

か
れ

て

い
る
。

は

じ
め

の
敬

信

と

は
、

「
信

者

道
之

根

、

敬

者

徳
之

蓄

。

根

深
則

道

可

γ
長
、

蓄
固

則

徳

可

γ
茂
。

…

…
如

人
聞

=
坐

忘

之
言

一、

信

=
是

修

道
之

要

一、
敬

仰
尊

重

、

決
定

無

レ
疑

者
、

加

y
之

勤

行
、

得

γ
道

必

突
。

…

…
夫

坐
忘

者

、
何

所

γ
不

ド
忘

哉
。

内

不

レ
畳

=
其

一
身

一、

外

不

γ

知

二
乎

宇

宙

一、
與

ン
道
冥

一
、
萬

慮
皆

遺

。
荘

云
、

同

=
於

大
通

一
。

此
則
言

淺

而

意
深

。

惑

者
聞

而
不

γ
信

、

懐

γ
寳

求

7
寳

、
其

如

=
之

、

可

(何

)
一。
」

と
言

つ
て

い
る

が
、

坐
忘

し

て
大
道

と

冥
合

す

る

た
め

に

は
、

道

を
膿

得

し
得

る

と

い
う
確

心

を
持

つ
こ
と

が
大
切

で
あ

る
。

こ
の
信

の
足

ら

な

い
も

の
は
、

坐

忘

に

よ

つ
て
大

道

と

冥
合

す

る
こ

と
が

で

き

る
と
聞

い

て
も

、

こ
れ

を
疑

つ
て
信

じ

な

い
の
だ

か
ら

、

そ

れ

は
寳

を
懐

き

な
が

ら

他

に
寳

を
求

め

る
よ
う

な
も

の
で
あ

る
。

そ

し

て
、

こ

こ
で
も

坐
忘

と
は

内

に

一
身

の
あ

る

こ
と

を
覧

え
ず

、

外

に
宇

宙

の
あ

る

こ
と
を

知

ら
ず

し

て
、

道

と
冥

合

し

た
状

態

で
あ

る

と

し

て

い
る
。

次

に
断

縁

で

は
「
噺

縁

者
、

断

=
有

爲
俗

事

之
縁

一也
。

棄

r
事

則

形

不

γ
榮
、

無
爲

則

心

自
安

。

悟
簡

日
就

、
塵

累

日
薄

。

述

彌
遠

γ

俗
、

心
彌

近

γ
道
。

至

聖

至
神

、

敦

不

F
由

F
此
乎

。

…

…
無

事

安

閑
、

方

可

γ
修

『
道

。
」

と

あ

る
。

こ
こ

で
は
、

わ
ず

ら

わ

し

い
俗

事

の
縁

を
断

つ
て
、

心

を
李

安

に
保

つ
こ
と
が

修

道

の
上

で
大
切

で
あ

る

こ
と

を

述

べ

て

い
る
。

第

三

の
牧

心

で

は
、
「
夫

心
者

、

一
身

之
主

、
百

棉
之

帥

。
静

則

生

γ
慧

、

動

則

成

γ
昏

。

…
…
所

以
學

道
之

初

、

要

須

二
安

坐

一。

牧

レ
心
離

レ
境

、
住

=
無

所
有

一。
因

γ
住
=
無
所

有

一、
不

レ
著

二
一
物

一。

自

入

=
虚
無

一、

心
乃

合

ン
道

。
」

と

あ

る
。

こ
れ

は
安

坐

牧

心

す

る

こ
と

に
よ

つ
て
無
所

有

に
住

し

一
物

に
著

せ
ず

、

自

ら

盧
無

に
入

つ
て
心

が

道

と
合

一
す

る

こ
と

を
述

べ

て

い
る
。

こ

こ
で

は
明

瞭

に
學

道

の
は

じ
め

に

は
安

坐

す

る

こ
と
が

大
切

で
あ

る

と
坐

の
重

要
性

を

彊
調

し

て

い
る
。
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第

五
の
眞

観

で

は
、

「
夫

眞

観
者

、

智

士
之

先
堕

、

能

人
之

善

察
。

究

=
償
來

之

漏

幅

一、

詳

=動

静

之

吉

凶

一。

得

γ見

=機

前

一、

因

γ
之
造

適

。

深

所

一一衛

足

一、
絹

務

=
全

生

一。

自

γ
始

至

γ
末

、

行

無

=
遺
累

一。

理

不

ン
違

レ
此

者

、
謂

=
之

眞

観

一。
然

一
餐

一
寝

、
倶

爲

=
損
盆

之

源

一。

一
行

二
言
、

堪

レ成

=
禍

幅

之

本

一。

錐

γ
作

三
巧

持

=
其
末

一、
不

γ如

三
拙

誠

一一其

本

一。

観

γ
本

如

γ
末

、

又
非

=
躁

競

之

惰

一。
是

故

牧

γ
心
簡

γ
事
、

日

損

=有

爲

一。
膿

静

心
閑

、

方
可

γ

観

γ
妙

。

…

…
若
病

誇

者

、

當

r
観

二
此
病

由

フ有

二
我

身

一。

若
無

=

我

身

一、

患
無

γ
所

γ
託
。

経

云
、

及

二
吾

無

ジ
身

、
吾

有

=
何

患

一。

次

観

=
於

心

一、
亦

無

二
眞

宰

一。

内
外

求
覚

、

無

二
能

受

者

一。

所

有

計

念

、
從

=
妄

心

一生

。
然

枯

形

灰

心
則

萬
病

倶

涙
。

若

悪

γ
死

者

、

鷹

γ
思

、

我

身
是

神

之
舎

。

身

今

老
病

、

氣
力

衰

微

、

如

二
屋

朽

壌

、

不

フ
堪

=
居

止

一。

自

須

一一捨

離
、

別

虚

求

ツ
安
。

身

死
神

逝

、

亦

復

如

γ
是
。

若

轡

γ
生

悪

ン
死

、

拒

=
違

攣

化

一、

則
祠

識

錯
齪

、

失

一一其

正

業

一。

以

レ
此
託

生

受

氣
之

際

、

不

γ
感

二
清
秀

一
、

多

逢

=

濁
辱

一。

蓋

下

愚
貧

鄙

、
實

此

之
由

。」

と
言

つ
て

い
る

が
、
眞

観

と

は
智

士
能

人

の
先

竪

善

察

を

い
う

の
で
あ

る
。

心

を
観

ず

れ
ば

眞
宰

な
く

、
内

外

に

こ
れ
を
求

め

て
も
、

よ
く
受

け

る
も

の
が

な

い
と

か
、

あ

ら

ゆ

る
計
念

は
妄

心

よ
り

生
ず

と
言

う

あ

た
り

、
極

め

て
佛

敢

的

で
も

あ

る
。

ま

た
枯

形

灰

心

な

れ
ば
萬

病

倶
涙

す

と

は
、

道
教

に

一
般

的

な
療

病

の
原

理

で
あ

る
。

第

六

に
泰
定

と

は
、
「
夫
定

者

、
出

レ
俗
之

極

地

、致

γ
道
之

初

基

。

習

二
静

之

一成

γ
功

、
持

=
安

之

一畢

γ
事

。
形

如

二
槁
木

一
、
心

若
二
死
灰

一
。

無

γ
感

無

ン
求

、
寂

泊

之

至
。

無

一一心

於
定

一、

而

無

γ
所

γ
不

ジ
定

。

故

日

=
泰

定

一
。」

と
あ

る

が
、

定

と

は
俗

を
出

ず

る

の
極

地

に

し

て
、

道

を
致

す

の
初

基

で
あ

る
。
定

に
お

い
て
無

心

に

し
て
、

所

と

し

て
定

な
ら

ぎ

る

な
き

を
泰

定

と

し

て

い
る
。

ま

た

「
織

r
聰

縢

γ
艘

、
塔

然

坐
忘

。

不

γ
動

=
於
寂

一、

幾

微

入

レ
照
。

履

=
殊

方

一

者

、
了

レ
義

無

レ
日

。

遊

二
斯
道

一者

、

…
…

観

γ
妙

可

γ
期
。

力

少
功

多

、
要

突

妙

突

。」

と
も
言

つ
て

い
る
。

第

七

に
得

道

と

は
、

「
夫

道
者

、
聯

異

之
物

、
璽
而

有

γ
性

、

虚

而

無

ン
象

。
随

迎

不

γ
測

、
影

響
莫

ン求

、

不

ン
知

三
所

=
以

然

一而
然

、

通

γ
生
無

γ
康

、
謂

=
之

道

一。

至

聖
得

=
之

於

古

一、

妙
法

傳

一一之

於

今

一。

循

レ
名
究

γ
理

、
全
然

有

γ
實

。

上
士

純
信

、克

レ
己
勤

行

、
盧

γ

心
谷

ン
神

、
唯

道
來

集

。

道
有

=
深
力

一、

徐
易

二
形
神

一、

形

随

γ
道

通

、

與

γ
坤
合

一
。
謂

一一之
袖

入

一。

聯
性

虚

融

、

膿

無

;
攣

滅

一、

形

與

レ
道

同

、
故

無

=
生

死

一
。
隠

則

形
同

二
於

紳

一、

顯
則

神

同

二
於

氣

一。
所

以

婚

=
水
火

一而

無

γ
害

、
封

=
日
月

一而

無

γ
影

。
存

亡

在

ン

己
、

出

入
無

γ間

、

身
爲

=
津

質

一、

猫

至

一一虚
妙

一。

況

其

璽
智

、

盆

深
盆

遠
乎

。」

と
あ

る
。

か
く

の
如

く

「
坐
忘

論

」

は
、

敬

信

・
断
縁

・
牧

心

・
簡

事

・

眞

観

に
よ

つ
て
泰
定

を
得

て
坐
忘

し
、
得

道

す

る

こ
と

を
述

べ
た

も

の
で
あ

る
。

そ

の
中

に

は
、

「
老

子
」
「
荘

子
」

の
言
葉

は
も

と

よ
り

、

「
塞
寳

経

」

「
西

昇

経
」

等

道
教

維

典

の
文

句

も
多

く

引
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用

さ

れ

て

い
る
が

、

こ
れ
は
道

家

の
古
典

や
道
数

の
経
典

に
含

ま

れ

た
坐

忘

思
想

を

基
礎

に
し

て
修

道

の
階

次

を
読

い
た
も

の
と
思

わ

れ

る
。

な
お

道
藏

本

(
太
玄
部
去
下
)

に

は
さ
ら

に
司
馬

承

頑

の

『
坐

忘

福

翼

」

が
附

せ
ら

れ

て

い
る
が

、

こ

れ
も

坐
忘

に
必

要

な

心
得

を

説

い
た

も

の

で
あ

る
。

す

な

わ
ち

「
夫

欲

二
修

γ
道
成

ジ
眞

、

先

去

=
邪
僻

之
行

一。
外

事

都

紹
、

無

=
以

干

一1
心

。

然

後

端
坐

、

内

観

一一正
覧

一
。覧

二
一
念

起

一、

郎
須

二
除

滅

一。

随
起

随

制

、
務

令

ご
安

静

一
。
」

と

あ

る
。

さ
ら

に

「
若

有

下
心
蹄

一一至

道

一、

深

生
中
信
慕

上
、

先

受

[一三
戒

一。
依

レ戒

修

r
行

、

在

γ絡

如

r
始

、

乃

得

二眞

道

一。

其

三
戒

者

、

一
日
簡

縁

。

二
日

無
欲

。

三
日

静

心

。

勤
行

二
此

三

戒

一
、
而

無

二
解

退

一者
、

則

無

二
心

求

フ
道
、

而

道
自

來

。
」

と

あ

つ

て
、

簡
縁

・
無

欲

・
艀

心

の
三
戒

を
修

行

す

る

こ
と

を
す

す

め

て

い
る
。

ま

た
定

と

慧

と

の
關

係

に

つ

い
て
、
「
勿

下
於

=
定

中

一急
急

求

上
ン
慧

。
求

γ
慧

則
傷

γ定

。

傷

γ
定

則
無

γ
慧

。定

不

γ
求

レ
慧
、

而

慧

自

生
、

此
眞

慧
也

。

慧
而

不

γ
用

、
實

智

若

γ
愚
、

盆

資

=
定

慧

一
、

墜

美

無

γ
極

。
若

定

中

念

想
則
有

=
多

感

一。

衆

邪

百

魅
、

随

γ
心
懸

現

。
」

と

あ

る
。

さ

ら

に
興
味

あ

る

こ
と

は
、

「
夫

得

道
之

人

、

心
有

二
五
時

一、

身

有

=
七
候

一。
」

と

し

て
、

得

道

の
プ

ロ
セ

ス
を
膿

験

的

に

述

べ

て

い

る
こ
と

で

あ

る
。

す

な
わ

ち

心

の

五
時

と

は
、
「
一
、
動
多

静

少

。
二
、動

静

相
牛

。
三

、
静

多
動

少

。
四

、
無

事
鰯

還

レ
動

。
五
、
心

與

γ

道

合

、
鯛

而

不

γ動

。

心
至

=
此

地

一、

始

得

二
安

樂

一。
罪

垢

滅

蓋

、

無

二
復

煩

簡

一。
」

と
説

明

し

て
い

る
。

さ
ら

に
身

の

七
候

と

は
、

コ

、墾

動

順

γ
時

、
容

色

和
視

。

二
、
夙
疾

普

消

、
身

心
輕

爽

。

三

、

唄

=
補

天
傷

一
、
還

レ
元

復

ン
命
。

四

、
延

=
数

千
歳

一
、
名

日

二
仙

人

一。

五
、
錬

γ
形

爲

γ
氣

、

名

日

二
眞

人

一。

六

、
錬

r
氣
成

γ
聯
、

名

日

二
紳

人

一。

七
、
錬

γ
紳
合

γ
道

、
名
日

=至

入

一。

其
於

二堕

力

一、

随

y
候

盆

明

、
得

レ
至

=
道
成

一、

慧
乃

圓

備
。

錐

二
久

學

フ
定

、

心
身

無

二
五
時

七
候

一者

、
促

齢

繊
質

、

色
謝

蹄

レ
空

。
自

云

二
慧
魔

一、

復
構

レ
成

γ

道

、

求
二
諸
通

理

一、
實

所

レ
未

γ然

、

可

γ
謂

ン
謬

突

。
」

と

あ

つ
て
、

得

道

の
人

に
は

心
身

に

こ

の
よ

う

な

五
時

七
候

の
あ

る

べ
き

こ

と

を
述

べ
て

い
る
。

道

教

で

い
う
仙

人

と

か
眞

人

と

か
肺

人

と
か

至

人

と

い
う
も

の

が
、

こ

こ
で

は

一
つ
の
段

階

と

し
て
説

か

れ

て

い

る
が
、

そ

の
匠

別

は
縄
封

的

な
も

の

で
は

な

い
と

し

て
も
、

極

め

て
興

味

深

い
も

の
が

あ

る
。

す

な

わ
ち

、

壽
命

が
数

千

歳

に
延

び

る
者

を
仙

人

と

い

い
、

身
禮

を
錬
成

し

て
氣

と

な

る

の
が

眞

人

で
あ

る
。
次

に
氣

を
錬

つ
て
紳

と

な

つ
た
と

こ
ろ
が

神
人

で
、

紳

を
錬

成

し

て
道

と

合

一
し

た
と

こ

ろ
が
至

人

で
あ

る
と

し

て

い

る
。

身

の

七
候

と

し

て
読

か

れ
た

こ
れ
ら

の
仙

人

・
眞

人

・
神

人

・
至
人

に
な

る

ま

で

に
、

一
、

墾
動

時

に
順

じ
、

容
色

和

悦

す

と
か

、

二
、

夙
疾

普

消

し
、
身

心
輕
爽

と

か
、

三
、

天
傷

を
填
補

し
、

元

に
還

り

命

に
復

す

、

と

あ

る

の
も

注

目

す

べ
き

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
ら

は
道
教

の
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籍

に

一
般

的

な
叙

述

で

あ

る
が

、

こ

の
よ

う

に
生

理
的

な
攣

化

が
経

験

的

に
読

か

れ
、
實

謹

的

な

こ
と
が

重
覗

せ
ら

れ

る
と

こ

ろ

に

注
目

し

た

い
と

思
う

。

さ

ら

に
心

の
五
時

と

し

て
、

「
動

多

く
静

少

し
」

か

ら

「
動
静

相

牛
ば

す

」

と
、

次
第

に
心

が
動

か
ら
静

へ
す

す

み
、
最

後

に
、心

が

道

と
合

一
し
、

外

物

に

鯛

れ

て
も

動

か
な

く

な

つ
た

と

こ
ろ

が
、

そ

の
究

極

で

あ

つ
て
、

こ

こ
で

は
安

樂

に

し

て
罪

垢

も
滅

審

し
、

煩

憐
も

無

い
と

さ
れ

て

い

る
。

こ

の
よ

う

に
道
敏

で
は
坐

の
實

習

を
す

す

め
、

そ

の
修

道

の
プ

ロ
セ

ス
に
お

い

て
、
精

神

的
、

肉

農

的

に

五
時

七
候

の
あ

る

べ
き

こ
と

を
説

く

と

こ
ろ

に
、

中
國

人

の
経
験

と
實
諮

を
重

ん
ず

る
性

格

や
、

未
來

世

の
救
濟

で
は

な
く

現

世

に

お
け

る
解

脆

を
重

覗

す

る
宗

教

的

性
格

が

あ

ら

わ
れ

て

い
る
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

し

か
も

そ

の
修
道

の
し

か

た
が
頓

悟

的

で

は
な

く

し

て
漸

修
的

で
あ

る

こ

と
も

、
暉

の
修

道

の
頓
漸

と
比
較

し

て
興
味

深

い
も

の
が

あ

る
。

三

か
く
の
如
く
、
道
教
で
は
坐
の
實
修
と
共
に
身
艦
の
問
題
が
重

覗
せ
ら
れ
る
が
、
元
來
、
道
教
は
大
洞
眞
経
系
に
よ
る
と
、

「
信

者
を
永
遠
の
生
i

長
生

・
不
死
に
導
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
個

 人
的

な
救

濟

の
宗

教

」

(
マ
ス
ペ

ロ
)

で
あ

る

と
言

わ

れ

る
が

、

永

遠

の
生

と

い

つ
て
も

、

そ

れ

は
文
字

通

り

肉
髄

の
長

生

.
不

死

を
意

味
す

る
よ

う

で
あ

る
。

荘

子
自

身

は

こ

の

よ
う

な
不

死

の
探

究

を
第

一
義

と
は

し

な
か

つ
た

よ
う

で
あ

る
が

、

迫

遙

遊

に
は

「
貌

姑

射

之

山
有

=坤

人

居

一。

肌
膚

若

二
氷

雪

一
、

涼
約

若

二
虚

子

一。

不

レ
食

二
五
穀

一、

吸

γ

風

飲

γ露

、

乗

一一雲

氣

一
、
御

=
飛
龍

一、

而

遊

=
乎

四
海

之
外

一…
」
と

あ

り
、

ま

た
断

穀

・
行

氣

・
冥

想
等

の
諸

術

が

説

か

れ
、

不
老

長

生

は
道

士

の
自
然

の
属
性

と
考

え
ら

れ

た
。

も

ち

ろ

ん

荘

子

以

後

、

こ
れ
ら

の
諸

術

は

あ

ま
り

實
践

さ
れ

な

か

つ
だ

と
思

わ

れ

る

が
、

六
朝
時

代

に
な

る
と

道

士

た
ち

は
、

こ
れ
ら

の
諸
術

に
よ
り

多

く

の
關

心

を
示

し

た

よ
う

で

あ

る
。

し

か
し

、

こ

の
道
教

瀞

秘

主

義

の
最

高

の
段

階

で

あ

る
坐
忘

に
は

あ
ま

り

注
目

せ
ず

、

肉
艦

的

長

生
不

死

が
希

求

さ

れ
、

坐
忘

は

一
般

庶

民

を
魅

惑

す

る
道
教

の
齋
會

等

に
お

け

る
熱
狂

的

エ
ク

ス
タ

シ
ー

に
攣

つ
て

し
ま

つ
た

と
も

言

わ
れ

て

い
る

(
マ
ス
ペ
ロ
)
。

も

ち

ろ
ん

、

こ
の

よ
う

な
齋

會

に
よ

つ
て
敏
法

は

一
般

に
普

及

し
、

教

團

は
急

速

に
振
大

す

る
。

し
か

し
、

そ

の

よ
う

な
齋

會

に
お

け

る
宗

教

的

エ
ク

ス
タ

シ

ー

は
個

人
的

な
宗

敏

禮

験

と

し

て

の
坐
忘

と

は
異

る
も

の

で
あ

る

が

、
坐
忘

も

次
第

に
そ

の
本

來

の
意
味

を

失

つ
て
、
宗

教

的

エ
ク

ス

タ

シ
ー

と
考

え
ら

れ

た

よ
う

で
も

あ

る
。

た

し
か

に

一
般
庶

民

は

自

ら

の
修
行

に

よ

つ
て
解

脱

を
得

る
道

よ
り

も

、
安

易

な

他
力

救

濟

の
教

を

要
求

す

る
。
彼

等

は

そ

の
よ

う

な
齋
會

に
参

加

す

る

こ

と

に
よ

つ
て
、

冥

界

に

お

い

て

メ
リ

ッ
ト

を
受

け
、

苦

界

か
ら

の
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が

れ

る

こ
と
が

で
き

る

の

み
な
ら
ず

、

先

租

の
た

め

に
齋

會

を
行

え

ぼ
、

先

祀

の
蜜

も

ま
た

苦
界

か

ら
救

わ

れ

る

と
信

じ

た

よ
う

で

あ

る
。

元
來

、

道
教

の
道

徳

は
儒

教

の
そ

れ

に

比

し

て
庶

民

的

で

あ

る
。
儒

教

の
倫

理

の
よ
う

に

た
だ

士
大

夫

と

い
う

エ
リ

ー

ト

の
み

を

封
象

と

は

し

な
か

つ
た
。
儒

教

で

は
、

そ

の
教

の
封
象

が
讃

書

階

級

に
限

ら

れ
、

女
子

よ
り
も

男

子

に

そ

の
重
黙

が

お

か

れ

て

い

た

。

し

か
し

道
教

の
説

く

倫

理

は
、
男

女

の
差
別

な
く
、

誰

れ

で

も
等

し
く

實
践

さ
れ

る

よ
う

に
望

ま

れ

て

い
た

。

と
も

あ

れ
、

老

子

道
徳

経

の

「
善

行
無

二
轍
迩

一」

(老
子
二
十

七
)

と

い
う
語

は

、

い
ろ

い
ろ

に
解

せ
ら

れ

て

い
る
が
、

眞

の
道

は

人
間

の
作

意

を
超

え

た
、
人

に
目
立

た

ぬ
自
然

な
も

の
で
あ

る

と

い
う

風

に
も

解

せ
ら
れ

る
。

道

家

の
系

列

で

は
、

一
般

に
善
行

を

積

ん

で
も
漫

躍

跡

と

い
わ

れ

る
よ
う

に
、

そ

の
善
行

を
忘

れ

て

し

ま

つ
て
、

そ

の

こ
と
を

意
識

し

な

い

の
が
本

當

の
道

に
か

な

つ

た
善

行

で
あ

る

と

い
う

風

に
教

え

ら

れ

た
。

そ

し

て
そ

れ

と
同
時

に
、

一
方

で

は
行

氣

や
辟

穀
等

を
行

つ
て

い
る

と
、

天
界

か

ら
降

り

て
來

る
神
人

や

、
深

山

に
住

む
仙

人

に
會

う

こ
と

が

で
き

る
と

も

信

じ
た

よ
う

で
あ

る
。
更

ら

に
自

己

の
膣

内

に
あ

る
瀞

、

と

く

に
そ

の
主
宰

禰

で
あ

る
太

一
と
出
合

う

た
め

に
冥

想

し
、

精

姉

を

集

中
す

る
。

そ
れ

が
内

観

と

か
存

思

と
か

守

一
と

い
わ

れ

る
も

の

で

、

こ
れ

は
神

を
農

内

に
守

つ
て
、

生
を

維
持

す

る
た

め

で
あ

る

と
言

わ

れ

て

い
る
。

普

通

の
道

士

は
大

磯

、

こ
の
段

階

に
止

ま

っ

て

い
た

が
、

そ

の
よ
う

な
冥

想

が

さ

ら

に
進

む

と
坐

忘

の
段

階

に

入

る
。

こ
の
坐

忘

は
意
識

的

な
精

神

の
集

中

か

ら
、

さ

ら

に
進

一

歩

し

た
無

意

識

的

な
道

と

の
冥

合

で

あ

る
と

も
解

せ
ら

れ

る
。

こ

こ

で
は

「
與

レ
天

同

レ
心

而
無

レ
知
、

與

γ
道

同

r
身

而
無

レ膿

、

而

後

天
道

盛

英

。」

(西
昇
経
集
註
巻
四
第
十
)

と

い
わ

れ

る
よ

う

に
、

天

道

と
同

心
同

膿

と

な

つ
て
、

し

か
も

無

知
無

膿

で
あ

る
。

し
か

し
、

こ

の
よ
う

な

道

教

神

秘
主

義

は
實

際

は

あ

ま
り
實

究

さ

れ

ず

、

普

通

の
道

士

た

ち

は
專

ら
養

形

の
諸

術

を
行

う

に
止

ま

つ
て

い
た

よ
う

で
あ

る
。四

さ
て
、
佛
教
思
想
と
老
荘
思
想
は
、
そ
の
系
列
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
今
日
問
題
と
な
つ
て
い
る
暉
は
中
國
の
所
産
で
あ

つ
て
、
こ
の
輝
の
成
立
の
上
に
は
老
荘
思
想

の
影
響
が
強

い
と
言

わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
琿
籍
に
は
老
荘
關
係
の
言
葉
が
多
く
引
用
さ

れ
、
爾
者
の
間
に
は
緊
密
な
關
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
雨
系
統
は
元
來
そ
の
オ
リ
ヂ
ン
を
異
に
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
暉
は
イ
ン
ド
に
そ
の
根
源
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
で
も
あ
う

が
、
直
接
的
に
は
後
漢

の
安
世
高
や
支
婁
迦
議
等
に
よ
つ
て
鐸
出

さ
れ
た
輝
観
思
想
に
關
す
る
経
典
や
、
鳩
摩
羅
什
に
よ
つ
て
課
出

さ
れ
た
般
若
経
典
に
も
と
つ
く
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
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か

し
、

輝
が

中
國

で
開

華
す

る
過

程

に

お

い
て

は
老
荘

思

想

の
影

響

の
あ

つ
た

こ
と

を
否
定

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
と
思

う
。

さ

て
中
國

佛
教

の
護

展

を
見

る
に
、

道
家

の
思

想

は
別

と

し

て

も

、

道
教

の
影

響

を
彊

く
見

る

こ
と

は

で
き

な

い
で
あ

ろ
う
。

む

し

ろ
、

道
教

の
嚢

展

形

成

の
上

に
佛
教

の
影

響
が

彊

い
と
言

つ
て

も

過

言

で

は
あ

る
ま

い
。

そ

の

こ
と

は
坐

輝

と
坐

忘

を
中

心

と

し

て
、

道
教

と
佛
敏

と

の
關

係

を
考

え

て

み

て
も
言

え
る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。
從

來

、
暉

に
は
悟

道

へ
の
修
行

方

法

の
艦

系
が

確

立

さ

れ

て

い
る
が

、

道
教

に
は

そ

れ
が

な

い
と
言

わ

れ

て
來

た
。
(た
と

え
ば
幅
井
康
順
、
道
敏

の
本
質
、東
洋
思
想
…講
座
第
三
毬
。
至
文
堂
。
一
四
九

頁

)
し

か
し

、

い
ま

「
坐

忘
論

」

を
見

る
と
、

そ

こ
に
は
、

一
鷹

の
修

道

の
膿

系

が
整

い
、
前

に
指

摘

し

た

よ
う

に
佛

教

の
影

響
も

明

瞭

に
認

め
ら

れ

る
。

そ

の
黙

で
は

、

こ

の

「
坐

忘

論
」

な
ど

は

多

く

の
暉
籍

よ
り
も

、

よ
り

整

然

と

論

述

さ
れ

て

い

る
よ
う

に
す

ら
思

わ

れ

る
。

五

さ

て

「
荘

子
」

に
読

く
坐

忘

に

つ

い
て

さ
ら

に
考

察

す

る
な

ら

ぼ
、

荘

子

に
お

い
て

は
坐

る

と

い
う

こ

と
が

、
果

し

て
ど
れ

だ

け

重
要

覗

せ
ら
れ

た

か

は
疑
問

で
あ

る
が
、

と

に
か
く

身
艦

を
安
定

さ

せ

る

こ
と

に
よ

つ
て
精
神

も

自

ら

安
定

統

一
し

、
そ

の
結
果

、是

非

・
善

悪

・
眞

儒

・
美

醜
等

を
差

別

し

て
相

孚
う

普

通

の
分

別

意

識

が

な

く

な
り

、
紹

封

卒
等

の
見

地

に
立

つ
こ

と
が

で
き

る
。

こ

の
よ
う

な
境

地

が
膿

得

せ
ら

れ

る
と
、

私

心

や

一
切

の
差

別

の
見

が

な
く

な
り

、

す

べ
て
は
斉

し
く

卒
等

に
見

ら

れ
、
差

別

に
執

す

る
こ
と

が

な

い
か

ら
、

心

の
李

安

と
自

由

が

得

ら
れ

る
。

か
く

て

宇
宙

の
大

道

と
冥

合

し
、

自
然

と

一
腱

と
な

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ

の

よ
う

な
繕

封
的

な
境

地

を
荘

子

は
坐

忘

と

考

え

て

い
た
よ

う

で
あ

る
。

荘
子

の
思
想

的

根
抵

に
は
、

斉

物

論

に
見

ら

れ

る
よ

う

な
、

天

地

は
我

と

並
び

生

じ

て
萬
物

は
我

と

一
艦

で
あ

る

と
見

る

繕
封

的

な
卒

等

観

が

あ

る
が
、

坐

忘

に

し

て
も
、

そ
れ

は
自

己

が

無
分

別

の
境

地

に
住

す

る

こ
と

に
よ

つ
て
、

外
界

の
自
然

と

冥
合

す

る

と

い
う

よ
う

な
考

の
よ

う

で
あ

る
。

仁

義
禮

智

と

い
う

よ

う

な
世

俗

の
倫

理

を
も

忘

れ

た
無

爲

自
然

の
境

地

に
遊

ぶ

こ
と
は

、

道
家

思

想

の
根

本
的

立

場

で

あ

る
が
、

坐

忘

の
意

味

す

る
と

こ
ろ

も
、

結

局

は

そ

こ
に
蹄

す

る
よ
う

で
あ

る
。

迫

遙

遊

に

は

「
至

人

は

己
無

し
、
神

人

は
功

無

し
、
聖

人

は
名

無

し
」

と

あ

る
が
、

こ

こ
で
至

人

と
神

人

と

聖
人

と

を
嚴

密

に
匠

別
す

る
必
要

は
あ

る
ま

い
。
も

し
人

に

し

て
己
無

け
れ

ぼ
、

無
私

に

し

て
自

ら
無
爲

自

然

と
合

一
す

る

で
あ

ろ

う
。

ま

た
、

も

し
功

な

け
れ

ぼ
、

物

事

を

な
し

て
も

そ

の
　

な

く

、
ま

た
名

を
求

め

る

こ
と
も

な

い
な
ら

ぼ
、

そ

の

よ
う

な
人

を

至

人

と

い

い
神

人

と

い

い
聖

人

と

い
う

で
も

あ

ろ
う
が

、

ま

た

こ
れ

を
坐

忘

の
人

と

も
言

え

る

で
あ

ろ
う

。

し

た
が

つ
て
、
坐

忘

と

は

こ
の
よ

う

な
至

人

・
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眞

人

・
聖

人

に

よ

つ
て
鷹
験

さ
れ

た
紹

封

的

な
無

心

の
境

地

で

あ

る
と
解

せ
ら

れ

る
。

な
お

荘
子

自
身

が

坐

忘

の
境

地

に

い
た
る

た

め

に
、
坐

と

か
呼

吸

の
調

節
等

の
身

磯

的

な
訓

練

に

つ

い
て
、

ど

の
よ

う

に
考

え

て

い
た

か
詳

わ

し
く
知

り

得

な

い
が

、
荘

子

の
基

本

的

思
想

を

あ
ら

わ
す

斉
物

論

と
は
す

こ
し
異

質

的

と
考

え

ら

れ

て

い
る
大
宗

師

篇

に

は
、
「
古

之
眞

人

、
其

寝

不

γ夢

。

其

寛

無

レ
憂

。
其

食

不
γ
甘

。

其

息

深

々
。

眞

人
之

息

以

γ
踵
。

衆

人

之
息

以

レ
喉

。
屈

服

者

、
其

唯

言

若

レ
畦

。
」

と

あ

る
。

こ

れ

は
興

味

深

い
言

葉

で
あ

つ
て
、

荘

子

そ

の
人

は

い
ぎ
知

ら
ず

、

す

く

な
く

と

も
當

時

、
眞

人

の
息

は

深
く

、
衆

人

の
息

は
淺

い
、

と

言

わ
れ

、
眞

人

た
ら

ん

と
す

る
者

は
深

い
呼

吸

を
す

べ
き
も

の
と
考

え

ら

れ

て

い

た

こ
と
が

わ

か

る
。

ま

た

あ
ら

ゆ

る
執

わ

れ
を

超
克

し

た
眞

人

は

「
そ

の
寝

ぬ
る

や
夢

み
ず

、

そ

の
覧

む

る
や
憂

無

し
、

そ

の
食

う

や
甘

し

と

せ

ず

、

そ

の
息

や
深

々

た
り
」

と
あ

る
の
も

注

目
す

べ
き

こ
と

で
あ

る
。ま

た

大
宗

師
篇

に
は

「
…
以

二
聖

人

之
道

一、

告

=
聖

人
之

才

一、

亦

易

突
。

吾

濁
守

而

告

γ
之

、
参

日

而
後

能

外

二
天

下

一。
己

外

二
天

下

一。

吾

又
守

ン
之
、

七
日
而

後

能
外

ン
物

。

已
外

7
物

、

吾

又

守

レ

之

、

九

日
而

後
能

外

γ
生

。

己
外

ン
生
英

、
而

後

能

朝
徹

。

朝
徹

而

後

能

見

γ
濁

。

見

γ
燭
而

後

能
元

=
古

今

一。

元

=
古

今

一而
後

能

入

=

於
不

死

不

生

一。

殺

γ
生

者
不

死

。

生
γ
生
者

不

生
。

其
爲

y
物

、

元

γ
不

γ
將

也
、

元

レ
不

ン
迎

也

。

元

γ
不

γ
殿

也
、

元

γ
不

ン
成

也

。
」

其

名

爲

ご
櫻

寧

一。

櫻
寧

也

者

、
櫻

而
後

成

者

也

。」

(聖

人

の
道

を

つ
つ

以
て
、
聖
人
の
才
に
告
ぐ
る
は
亦
易
し
。
吾
猫
お
守
し
み
て
之
に

わ
す

告

げ

し

に
、

三
日

に

し

て
而

る
後

に
能
く

天

下

を
外

れ

た
り

。

已

つ
つ

に
天

下

を
外

る
、
吾

又

之

を

守

し

み
お

し

え
し

に
、

七
日

に

し

て

而

る
後

能

く
物

を

外

れ

た
り

。

已

に
物

を
外

る
、
吾

れ
又
之

を
守

し

み
お

し

え

し

に
、

九
日

に
し

て
而

る
後

能

く

生

を
外

れ

た
り

。

已

に
生

を
外

れ

、
而

る
後

に

能

く
朝
徹

す

。
朝

徹

し

て
能
く

濁

を

見

る
。

濁

を
見

て
而

る
後

に
能

く

古
今

無

し

。
古

今
無

く

し

て
而

る
後

に
能

く

不

死

不
生

に
入

る
。

生

を
殺

す

者

は
不

死

、
生

を

生

お
く

ず

る
者

は
不

生

な

り
。

其

の
物

た

る
や
、

將

ら
ざ

る
な

く
、

迎

へ

そ
こ
な

え
い
ね
い

ぎ

る
無

し
。

殿

わ
ぎ

る
無

く
、

成

さ
ざ

る
無

し
。

其
名

を
櫻

寧

と

ま
つ

爲

す

。
撰

寧

と
は

、
櫻

わ

り

て
而

る
後

に
成

る
者

な
り

。
)

と
あ

る
Qこ

の
大

宗

師

篇

は
果

し

て
荘

子

の
も

の
か

ど
う

か
問

題

に
さ

れ

て

い

る
が

、

す

く

な
く

と
も

紀

元

前
四

世

紀

頃
す

で
に

こ

の
よ

う

な
實

践

と
艦

験

と

が
あ

つ
た
と

と
が

わ
か

る
。

こ

こ
に

い
う

「
参

日
而
後

能

外

天

下
」

と
は

三

日

に
し

て
外
界

の

あ

る

こ
と
を

忘

れ

た

と

い
う
意

に
解

せ
ら

れ

る
。

「
七
日

而
後

能

外
物

。」

と

は
、

七

日

に
し

て
我

に
封

し
外

物

の
あ

る

こ
と
を

忘

れ

た
と

い
う

意

味

で

あ

ろ
う
。

「
九

日
而

後

能
外

生

」

と

は
九

日

に

し

て
既

に
我

あ

る

こ

と
を

忘

れ

た
と

い
う

意

で

あ

る
。

「
已
外

生

突
。

而

後

能

朝
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徹

。」

と

は
自

己
自

身

の
存

在

さ

へ
忘

れ

た
忘

我

の
境

地

に

達
す

る

と
、
昧

爽

の
氣

の
よ

う

に
透
徹

し

て
明

ら

か
な
境

涯

に
達

し

た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

「
朝
徹

而

後

能

見
濁

」

と

は
、

朝
徹

し

て

は

じ
め

て
唯

一
紹
封

の
境

地

に
立

つ
こ
と

が

で
き

た
。

そ

し

て

こ

の

よ
う

な
唯

一
紹
封

の
境

地

に
達

す

る
と

、
古

今

と

い
う

よ

う

な

時

間

の
意
識

を
超
越

し

、
不

生

不

死

と

い
う

生
死

を
超

え
た

繕
封

の
境

地

に
参

入

す

る

こ
と
が

で
き

る

と

い
う

の

で
あ

る
。

「
生

を
殺

す

者

は
不

死
、

生

を

生
ず

る
者

は
不

生
」

と

は
、

一

切

の
存

在

を
死
滅

せ
し

め

る
者

は
、

そ
れ
自

身

は
不

死

な
る
も

の

で
あ

り

、

一
切

存
在

を

生
成

せ
し

め

る
も

の
は
、

そ

れ
自

身

生
成

を
超

越

し

た
も

の
と

い
う
意

味

で

あ

ろ
う
。

一
切

の
物

を

生
成

し

死
滅

せ
し

め
う

る
者

は

、
生

成

と

死
滅

を

超
越

し
た
も

の
で

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
。

道

と
は

ま

さ

に
、

そ

の
よ

う

な
も

の
で
あ

つ
て
、

自

ら

は

不

生
不

死

に
し

て
、

し

か
も

一
切

を

生
滅

せ
し

め
う

る
宇

宙

の
根

源
的

理

法

に
ほ

か

な
ら

ぬ

の
で
あ

る
。

お
く

「
其

の
物

た

る
や
、
將

ら

ぎ

る
こ

と
な

く
、

迎

へ
ぎ

る

こ
と
無

し

。」

道

と

は

こ
の
よ

う

な
も

の
で
あ

る
か
ら

、

一
切

存

在

の
生

滅

去
來

を
、

さ

な
が

ら

に

包

ん

で

、

潰

滅

し
去

る
も

の
を
見

途

り

、

生
成

し
來

る
も

の
を
迎

え
入

れ

、
「
殿

わ
さ
ぎ

る
無

く
、

成

さ

ぎ
る
無
し
」
ー

一
切
を
破
壊
し

一
切
を
生
成
す
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う

な

道

と

一
髄

と
な

つ
た
境

地

を
櫻
寧

と

い
う

が
、

櫻
寧

と

ま
つ
わ

は
、

い
ろ

い
ろ
に
解

せ
ら
れ

て

い
る
が

、
櫻

り

て
成

す

、

す

な
わ

不
生
不
死
の
道
と
自
己
と
が

一
髄
に
な
つ
た
境
地
に
ほ
か
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
撰
寧
は
、
荘
子
の
紹
封
の
境
地
を
言
い
あ
ら
わ
し
た
も
の

で
、
斉
物
論
の

「
萬
物
我
と

一
た
る
」
境
地
で
も
あ
り
、
南
郭
子

棊
の

「
吾
れ
我
を
喪
れ
て
天
籟
を
聴
く
」
境
地
で
も
あ
ろ
う
。
こ

こ
に
言
う
朝
徹
と
か
見
濁
と
か
櫻
寧
と
い
う
こ
と
は
、
心
齋
と
か

坐
忘
な
ど
と
共
に
、
道
を
究
む
る
上
で
の
膿
験
を
プ
ロ
セ
ス
的
に

物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
櫻
寧
と
は
、
荘
子
の
解
脱
に

ほ
か
な
ら
な
い
が
、
彼
は
こ
の
解
脱
の
境
地
を
南
伯
子
葵
に
答
え

る
女
偶
の
言

葉
と
し
て
以
上

の
よ
う
に
説

明
し
て
い

る
の
で
あ

る
。さ

ら
に
荘
子
は
南
伯
子
葵
を
し
て
、
そ
の
よ
う
な
深
遠
な
哲
理

を
ど
こ
で
學
ん
だ
か
と
女
偶
に
た
ず
ね
し
め
、
女
偶
を
し
て
次
の

よ
う
に
語
ら
し
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
私
は
そ
れ
を

「
副
墨
の

子
」
す
な
わ
ち
文
献
に
學
ん
だ
が
、
こ
れ
を
洛
り
か
え
し
讃
調
し

て
い
る
う
ち
に
謄
明
な
理
解
に
達
し
た
。
明
か
な
理
解
に
達
す
る

つ
ぶ
や

と

「最
許
」
す
な
わ
ち
成
程
と
最
き
合
鮎
す
る
境
地
に
達
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
が

「
需
役
」
す
な
わ
ち
實
践
的
艦
得
に
よ
つ
て
裏
づ

け
ら
れ
る
と
、

「
於
謳
」
す
な
わ
ち
漱
喜
の
聲
が
爽
せ
ら
れ
、
そ

お
く

の
詠
歎
は
更
ら
に
玄
冥
す
な
わ
ち
眞
理
と
の
玄
ぶ
か
い
冥
合
と
な

り
、
そ
の
冥
合
は
更
ら
に
又

「参
蓼
」
す
な
わ
ち
蓼
た
り
寂
た
る

實
在
そ
の
も
の
へ
の
参
入
と
な
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
参
入
は
途
に
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ち

「疑
始
」
す
な
わ
ち
宇
宙
の
根
源
に
擬
え
ら
れ
る
道
と
自
己
と

の
抱
擁
す
な
わ
ち

「
櫻
寧
」
と
な
る
と
言
わ
し
め
て
い
る
。

こ
こ
に
も
、
櫻
寧
と
い
う
荘
子

的
な
紹

封
の
世

界

へ
の
悟
入

が
、
極
め
て
経
験
的
に
説
か
れ
て
い
て
、
當
時
に
お
け
る
修
道
の

過
程
を
何
程
か
推
測
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
荘
子
的
修
道
論
も
、
ま
た
そ
の
究
極
的

艦
験
の
境
地
と
し
て
の
坐
忘
も
、
般
若
の
空
智
を
基
礎
と
す
る
繹

の
究
極

の
境
地
と
は
自
ら
似
て
非
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
最
た

る
も
の
は
、
暉
の
坐
が
軍
に
身
艦
的
な
行
住
坐
臥
の
一
姿
態
で
も

な
く
、
ま
た
寂
静
三
昧
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

一
つ
の
心
境
で
も
な

く
、
そ
れ
は
空
も
ま
た
空
ず
と
い
う
積
極
性
を
も
つ
と
こ
ろ
に
あ

る
。
す
な
わ
ち
暉
の
坐
の
特
質
は

「
道
法
を
捨
て
ず
し
て
凡
夫
の

事
を
現
ず
」
(維
摩
経
)
と
い
う
よ
う
な
、
現
實
に
お
い
て
生
き
て

働
く
、
極
め
て
積
極
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
荘
子
の
坐
忘
と
は

自
ら
異
る
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
荘
子
に
は
老
子
に
見
ら
れ
な

い
積
極
性
や
活
動
的
側
面
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
本
來
、
そ
れ
自

身
、

濁
睨
無
依
の
覧
燈
で
あ
る
繹
の
坐
に
封
し
、

荘
子
の
坐
忘

は
、
自
他
の
封
立
を
忘
れ
る
忘
を
そ
の
本
質
と
し
て
お
り
、
そ
れ

は
道
と
か
自
然
と
い
う
何
か
他
者
的
な
も
の
に
冥
合
し
随
順
せ
ん

と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
道
と
の
冥
合
の
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
坐
忘
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

坐
忘
は
自
他
相
忘
れ
た

一
つ
の
心
境
と
い
う
風
に
解
せ
ら
れ
る
。

し
た
が

つ
て
坐
灘
と
坐
忘
と
は
よ
く
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

爾
者
の
間
に
は
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
。
自
己
が
本
來
空
な
る
自

覧
に
立
つ
輝
の
無
心
と
、
自
己
と
大
道
と
の
冥
合
に
お
い
て
艦
験

さ
れ
る
荘
子
の
無
心
と
が
、非
常
に
近
似
し
て
い
な
が
ら
、根
本
的

に
異
る
の
も
、
荘
子
で
は
大
道
が
ま
だ
封
象
的
他
者
的
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
暉
の
主
腱
は
自
性
空
で
あ
つ
て
、
輝
で
は
大
道
と
か

自
然
と
か
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
自
性
空
な

る
輝
的
主
膿
は
何
か
他
に
依
存
し
た
り
随
順
し
た
り
冥
合
す
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
全
く
濁
腕
無
依
の
主
艘
で
あ
つ
て
、
依
存

す
べ
き
何
も
の
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
主
艦
に
し
て
は
じ
め
て
道

法
を
捨
て
ず
し
て
凡
夫
の
事
を
現
じ
う
る
わ
け
で
あ
る
。
老
荘
の

道
と
か
無
爲
自
然
と
か
は
、坐
忘
に
よ
つ
て
、
そ
れ
が
自
己
と
冥
合

し
、
自
己
の
根
源
と
は
な
つ
て
も
、
な
お
、
そ
れ
は
冥
合
さ
れ
随

順
さ
れ
る
道
で
あ
り
無
爲
自
然
で
あ

つ
て
、
そ
の
限
り
他
者
的
た

る
を
冤
が
れ
な
い
。
老
荘
に
お
い
て
も
、
自
他
を
忘
れ
る
と
い
う

よ
う
に
忘
が
強
調
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
大
道
に
随
順
し
、
無
爲
自

然
と
冥
合
し
、
物
に
没
入
す
る
た
め
の
忘
で
あ
つ
て
、
そ
の
よ
う

な
忘
や
無
心
は
濁
睨
無
依
な
暉
0
坐
や
無

心
と
は
根
本
的
に
異
る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

山
ノ、

 

さ

て
、

道

教
纒

典

に

み
ら

れ

る
坐

忘

に
關

し

て

は
、

そ

の
修

道
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の
過
程
も
確
立
し
、
坐
る
と
い
う
こ
と
の
積
極
的
な
意
義
も
認
め

ら
れ
、
道
士
の
中
に
は
、
そ
れ
ら
の
坐
を
實
践
し
た
者
も
多
い
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
黙
、
輝
の
實
践
と
極
め
て
近
似
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
道
教
に
読
く
坐
忘
が
暉
の
坐

と
異
る
黙
は
、
荘
子
の
場
合
と
同
様
に
、
な
お
他
者
的
封
象
的
な

道
と
か
自
然
と
か
へ
の
冥
合
や
随
順
を
強
調
し
、
紹
封
的
自
者
的

な
暉
の
坐
と
異
る
鮎
は
等
し
く
指
摘
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
輝
の
坐
が

「
萬
法

一
に
露
す
。

一
も
ま
た
守
ら
」
ぎ
る
積
極

性
を
も

つ
に
封
し
、
道
教
や
道
家
の
坐
忘
が
、
な
お
守

一
性
に
絡

始
し
、
積
極
的
活
動
性
に
欠
け
る
鮎
も
ま
た
指
摘
せ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
道
教
に
お
い
て
は
聯
仙
方
術
的
な
要
素
が
多
く

と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
暉
の
實
践
と
大
い
に
異
る
と
こ

ろ
で
あ

つ
て
、
輝
に
一
番
近
い
内
観
の
法
と
し
て
の
存
思
に
し
て

も
、
そ
の
實
は
養
生
の
術
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
人
間
の
肉

膿
内
に
紳
の
存
在
を
想
定
し
、
そ
れ
を
観
照
し
、
そ
こ
に
漕
む
購

妙
な
は
た
ら
き
や
聯

秘
な
力
の
活
動

を
獣

想
す
る
こ
と
で
あ

つ

た
。
し
た
が
つ
て
人
間
の
臓
腋
に
宿
る
神
々
の
名
が
多
く
道
教
経

典
に
は
列
記
さ
れ
、
そ
の
神
々
を
書
夜
黙
想
す
れ
ば
自
ら
長
生
が

得
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
つ
て
、
般
若
の
空
智
を
得
て
大
自
覧
に

達
せ
ん
と
す
る
縄
の
坐
と
は
大
い
に
異
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
金
丹
を
服

す
る
と
か
蜜

菌
を
食
う
て
長

生
を

求
め
る
と

か
、
断
穀
と
か
房
中
術
と
か
、
導
引
と
い
う
肉
罷
的
訓
練
や
、
呼

吸
法
と
し
て
の
行
氣
と
か
、
胎
息
と
か
.
い
ろ
い
ろ
の
方
法
が
読

か
れ
て
い
る
。

輝
で
も
数
息
観
等
呼

吸
に
關

す
る
教
え
は
あ
る

が
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
全
く
異
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
こ
の
よ
う
な
道
敏
的
な
修
道
が
本
來
は
坐
忘
と
い
う
大
道

と
の
冥
合
に
い
た
る
べ
き
要
素
を
含
ん
で
い
な
が
ら
、
そ
こ
ま
で

至
ら
ず
し
て
、
専
ら
長
生
不
死
の
秘
術
と
化
し
、
或
は
民
衆
道
教

の
齋
會
の
エ
ク
ス
タ
シ
1
に
な
つ
て
し
ま

つ
た
と
こ
ろ
に
、
道
教

に
お
け
る
坐
忘
の
特

殊
性
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
坐

忘
が

「佛
法
に
不
思
議
な
し
」
を
標
榜
し
、
あ
く
ま
で
碑
秘
的
醗
験
を

魔
境
と
し
て
拒
け
、
了
々
常
知
の
覧
艦
を
現
成
せ
ん
と
す
る
輝
の

坐
と
異
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
た
だ
輝
の
坐

が
肉
髄
の
不
老
不

死
と
は

一
鷹

無

關

係
な
も
の
で
あ
る
に
し
て

も
、
坐
輝
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
心
身
の
安
ら
ぎ
が
、
自
ら
肉
禮
や

精
神
の
病
氣
を
癒
し
、
健
康
を
埆
進
し
、
長
生
を
得
る
こ
と
は
あ

り
う
る
こ
と
で
、
そ
の
實
例
も
す
く
な
く
な

い
。
と
も
あ
れ
坐
輝

は
肉
艦
の
不
老
不
死
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
永
遠
の
生

命
の
自
覧
に
生
き
る
も
の
で
、
そ
の
黙
、
道
教
の
坐
忘
と
も
大
い

に
異
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン

ド
か
ら
傳
わ
つ
た
瞑
想
法
が
琿
観
佛
教
を
形
成
し
、
そ
れ
が
畿
展

し
て
暉
と
な
り
、
日
本
に
も
移
植
さ
れ
て
、
申
國
[と
日
本
に
ユ
ニ

ー
ク
な
暉
文
化
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
盤
と
な
つ
た
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繹

そ

の
も

の
が
、
東

洋

人

に
共

通

な
坐

る
と

い
う
生

活
形

態

に
深

い
關

係

を
持

つ
よ
う

に
思

わ

れ

る
。

イ

ン

ド

の

ヨ
ー
ガ
も

中

國

の

坐

暉

や
坐

忘
も

、

そ

れ
は

地
面

に
近

く
安

定

し

て
坐

る
と

い
う

人

間

の
生
活

態

度

と
密
接

に
關

係

し

て

い
る
。
椅

子

に
腰

を
掛

け

て

生

活

す

る
激

米
人

の
生
活

か

ら

は
暉

は

生
ま

れ

な

か

つ
た

し
、
將

來

も

ま

た
生

ま

れ

に
く

い
で

あ

ろ
う

。
坐

る
と

い
う

こ
と

の
重
要

性

は

こ
こ

に
も
見

ら

れ

る
が

、

こ

の
問

題

は
、
更

ら

に

い
ろ

い
ろ

の
角

度

か
ら

考
究

さ

れ
ね

ば

な
ら

ぬ
で

あ

ろ
う
。


